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イ
ノ
チ
オ
ア
グ
リ
・
石
黒
信
生
社
長

デ
ン
ソ
ー
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
Ｓ
・
清
水
修
社
長

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
提
案
で

次
世
代
ス
マ
ー
ト
農
業
加
速

清水社長

　

デ
ン
ソ
ー
（
愛
知
県
刈
谷

市
）
と
オ
ラ
ン
ダ
の
セ
ル
ト

ン
グ
ル
ー
プ
が
２
０
２
０
年

５
月
に
共
同
で
新
会
社
「
デ

ン
ソ
ー
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
を
設
立
。

デ
ン
ソ
ー
が
自
動
車
分
野
で

培
っ
た
幅
広
い
工
業
化
技
術

と
セ
ル
ト
ン
の
施
設
園
芸
分

野
で
の
最
先
端
技
術
を
掛
け

合
わ
せ
、
農
業
の
持
続
的
成

長
に
向
け
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
提
案
を
行
う
販
売
会
社
と

な
る
。
清
水
修
社
長
に
今
後

の
舵
取
り
な
ど
を
聞
い
た
。

　

 

―
―
新
会
社
設
立
ま
で
の

経
緯
。

「
国
内
の
主
要
生
産
者
向
け

に
２
０
１
５
年
環
境
制
御
機

器
（
プ
ロ
フ
ァ
ー
ム
コ
ン
ト

ロ
ー
ラ
）
を
発

売
後
、
２
０
１

９
年
に
強
制
換

気
型
セ
ミ
ク
ロ

ー
ズ
ハ
ウ
ス

（
Ｔ
―
Ｃ
ｕ
ｂ

ｅ
）
を
大
仙
、

ト
ヨ
タ
ネ
社
と

販
売
を
開
始
。
ま
た
同
年
12

月
か
ら
大
型
施
設
園
芸
分
野

の
実
践
と
し
て
、
浅
井
農
園

様
と
共
同
で
三
重
県
に
Ａ
ｇ

ー
シ
ョ
ン
ズ
を
設
立
し
た
」

　

 

―
―
こ
れ
か
ら
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
点
な
ど
。

「
施
設
園
芸
分
野
で
は
次
世

代
技
術
を
オ
ラ
ン
ダ
施
設
園

芸
技
術
、
デ
ン
ソ
ー
工
業
化

（
モ
ノ
づ
く
り
）
技
術
を
結

ｒ
ｉ
Ｄ
（
生
産
会
社
）
を
設

立
・
稼
働
す
る
と
と
も
に
、

２
０
２
０
年
３
月
に
日
蘭
で

の
技
術
連
携
強
化
を
目
指

し
、
セ
ル
ト
ン
社
と
出
資
業

務
提
携
、
同
年
５
月
に
デ
ン

ソ
ー
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ソ
リ
ュ

「
技
術
面
に
お
い
て
は
、
多

く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
と
も
に

本
質
的
に
必
要
な
要
素
を
も

と
に
次
世
代
技
術
を
進
め
る

こ
と
。
ま
た
、
企
業
と
し
て

官
学
を
巻
き
込
ん
だ
動
き
を

仕
掛
け
る
こ
と
が
で
き
る
と

考
え
て
い
る
」

　

 

―
―
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
愛
知
に
向

け
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

こ
と
。

「
生
産
者
の
方
々
へ
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
提
供
の
可
能
性

を
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
う
。
具
体
的
に

は
、
オ
ラ
ン
ダ
最
先
端
技
術

の
導
入
支
援
、
デ
ン
ソ
ー
次

世
代
製
品
（
技
術
）
の
紹
介

な
ど
。
ま
た
、
パ
イ
ロ
ッ
ト

プ
ラ
ン
ト
Ｔ
―
Ｃ
ｕ
ｂ
ｅ
実

証
棟
（
愛
知
県
豊
橋
市
）
や

次
世
代
大
型
施
設
園
芸
Ａ
ｇ

ｒ
ｉ
Ｄ（
三
重
県
い
な
べ
市
）

な
ど
も
ご
紹
介
で
き
た
ら
い

い
と
思
う
」

　

―
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
。

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
持
続
的
可
能

な
開
発
目
標
で
あ
り
、
こ
れ

が
意
味
す
る
こ
と
は
農
業
に

関
わ
る
全
て
の
方
々
が
持
続

的
に
事
業
を
続
け
て
い
け
る

こ
と
、
そ
の
得
た
収
益
で
グ

ロ
ー
バ
ル
課
題
の
解
決
に
向

か
っ
て
再
投
資
を
で
き
る
こ

と
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
デ

ン
ソ
ー
は
農
業
に
関
わ
る
全

て
の
方
々
と
と
も
に
、
事
業

成
長
を
し
な
が
ら
次
の
世
代

へ
未
来
あ
る
世
界
を
届
け
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
当

社
も
そ
の
精
神
か
ら
、
「
Ｇ

ｒ
ｏ
ｗ 

Ｔ
ｏ
ｇ
ｅ
ｔ
ｈ
ｅ

ｒ
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
活
動
し

て
い
く
」

【
清
水
修
（
し
み
ず
・
お
さ

む
）
氏
の
経
歴
】
▽
生
年
月

日
＝
１
９
６
８
年
４
月
21
日

▽
社
歴
＝
１
９
９
１
年
デ
ン

ソ
ー
入
社
（
カ
ー
エ
ア
コ
ン

事
業
企
画
担
当
）、
デ
ン
ソ

ー
カ
ナ
ダ
、イ
タ
リ
ア
駐
在
、

デ
ン
ソ
ー
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
副
社

長
。
帰
国
後
、
デ
ン
ソ
ー
新

事
業
企
画
室
長
を
経
て
、
２

０
２
０
年
デ
ン
ソ
ー
フ
ー
ド

バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
事
業
推

進
部
事
業
戦
略
室
長
兼
デ
ン

ソ
ー
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
社
長
▽
座
右
の

銘
＝
成
せ
ば
な
る
。
成
さ
ね

ば
な
ら
ぬ
何
事
も
▽
趣
味
＝

ス
キ
ー
、
旅
行
▽
家
族
＝

妻
。

石黒社長

　

農
業
用
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー

の
イ
ノ
チ
オ
ア
グ
リ
（
愛
知

県
豊
橋
市
）
は
、
１
９
０
９

年
に
石
黒
薬
局
と
し
て
創
業

し
た
現
・
イ
ノ
チ
オ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス（
石
黒
功
社
長
）

の
グ
ル
ー
プ
中
核
企
業
で
あ

る
。
大
規
模
施
設
園
芸
に
向

け
た
新
た
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
提
供
す
る
た
め
、
９
月

11
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ボ
ス
マ

ン
社
と
業
務
提
携
し
た
。
石

黒
信
生
社
長
に
今
後
の
取
り

組
み
な
ど
を
聞
い
た
。

　

 

―
―
ボ
ス
マ
ン
社
と
の
業

務
提
携
で
目
指
す
も
の
。

「
日
本
の
施
設
園
芸
全
体
の

市
場
は
減
少
傾
向
に
あ
る

中
、
異
業
種
参
入
や
大
規
模

法
人
化
の
動
き
は
暫
く
活
発

に
な
る
と
予
想

さ
れ
、
そ
う
し

た
大
規
模
法
人

化
の
ニ
ー
ズ
に

対
し
て
、
す
で

に
実
績
の
あ
る

オ
ラ
ン
ダ
の
メ

ー
カ
ー
と
組
む

大
規
模
施
設
園
芸
で

ボ
ス
マ
ン
社
と
業
務
提
携

こ
と
で
対
応
ス
ピ
ー
ド
を
上

げ
て
行
き
た
い
。
同
時
に
人

材
交
流
な
ど
も
し
な
が
ら
彼

ら
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術

も
今
期
の
業
績
見
通
し
は
当

初
計
画
を
下
回
っ
て
い
る
。

一
方
で
、
昨
年
上
市
し
た
新

型
の
低
コ
ス
ト
ハ
ウ
ス
『
ド

リ
ー
ム
フ
ィ
ー
ル
ド
』
や
、

潅
水
制
御
機
器
『
ア
ク
ア
ビ

ー
ト
』、
複
合
環
境
制
御
機

を
自
社
に
も
取
り
入
れ
て
い

く
こ
と
も
考
え
て
い
る
」

　

 

―
―
今
期
の
業
績
は
。

「
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
シ
ョ

ッ
ク
で
生
産
者
の
投
資
意
欲

も
活
発
で
は
な
く
、
市
場
全

体
が
低
迷
し
て
い
る
。
当
社

こ
と
。

「
新
型
ハ
ウ
ス
の
『
ド
リ
ー

ム
フ
ィ
ー
ル
ド
』
や
ス
マ
ー

ト
農
業
関
連
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
関

連
の
取
り
組
み
や
新
製
品
の

紹
介
を
予
定
。
ま
た
最
新
の

施
工
事
例
・
お
客
様
事
例
な

ど
も
紹
介
す
る
予
定
」

　

―
―
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
。

「
当
社
で
は
２
０
１
９
年
度

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
中
期
ビ
ジ
ョ

ン
の
根
幹
に
置
い
て
経
営
を

行
っ
て
い
く
こ
と
を
決
め
、

『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
志
向
型
経
営
』

と
名
付
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
。
近
年
、
温
暖
化
に
よ
る

自
然
災
害
の
増
加
を
、
農
業

の
現
場
と
い
う
身
近
な
と
こ

ろ
で
毎
年
の
よ
う
に
感
じ
る

中
、
こ
の
ま
ま
で
は
い
け
な

い
と
危
機
感
を
持
ち
始
め
た

こ
と
が
き
っ
か
け
。
た
だ
Ｃ

Ｓ
Ｒ
的
に
取
り
組
む
の
で
は

な
く
、
商
品
開
発
や
営
業
戦

略
、
組
織
運
営
、
人
財
育
成

な
ど
の
経
営
戦
略
そ
の
も
の

を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
志
向
で
考
え
直

し
本
気
で
取
り
組
ん
で
い

く
。
当
社
は
、
経
営
理
念
に

『
お
客
様
、
地
域
社
会
に
役

立
ち
、
持
続
可
能
な
循
環
型

社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
』

こ
と
を
掲
げ
て
お
り
、
農
業

を
通
じ
て
社
会
を
良
く
す
る

存
在
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
く
」

【
石
黒
信
生
（
い
し
ぐ
ろ
・

の
ぶ
お
）
氏
の
経
歴
】
▽
生

年
月
日
＝
１
９
８
０
年
３
月

22
日
▽
学
歴
＝
２
０
０
２
年

千
葉
大
学
園
芸
学
部
園
芸
経

済
学
科
卒
業
、
２
０
０
５
年

オ
ハ
イ
オ
州
立
大
学
農
業
環

境
発
展
経
済
学
部
大
学
院
卒

業
▽
２
０
０
５
年
京
セ
ラ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ

ム
㈱
ア
メ
ー
バ
経
営
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
本
部
▽
２

０
０
９
年
＝
イ
ノ
チ
オ
グ
ル

ー
プ
入
社
。
約
４
年
間
キ
ク

の
品
種
開
発
や
営
業
に
従
事

▽
２
０
１
３
年
＝
イ
ノ
チ
オ

Ｈ
Ｄ
管
理
本
部
に
て
グ
ル
ー

プ
全
体
の
社
内
制
度
、
情
報

シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
等
に
従

事
▽
２
０
１
９
年
＝
イ
ノ
チ

オ
ア
グ
リ
副
社
長
、
イ
ノ
チ

オ
・
フ
ジ
プ
ラ
ン
ツ
社
長
就

任
▽
２
０
２
０
年
＝
イ
ノ
チ

オ
ア
グ
リ
社
長
就
任
▽
趣
味

＝
旅
行
、音
楽
鑑
賞
、読
書
、

テ
ニ
ス
▽
家
族
＝
妻
、
子
供

２
人
。

農
水
技
術
会
議
会
長
賞

環
境
統
合
制
御
技
術
開
発
で

テヌート

テヌートの藤原社長（福島イノベ機構のフェアで）

　

テ
ヌ
ー
ト
の
藤
原
慶
太
社

長
と
弓
谷
賢
二
氏
は
、
農
林

水
産
省
及
び
公
益
財
団
法
人

農
林
水
産
・
食
品
産
業
技
術

振
興
協
会（
Ｊ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｆ
Ｆ
）

が
主
催
す
る
「
令
和
２
年
度

民
間
部
門
農
林
水
産
研
究
開

発
功
績
者
表
彰
」に
お
い
て
、

「
Ｃ
Ｏ
２

＆
Ａ
ｉ
ｒ
局
所
施

用
を
主
と
し
た
環
境
統
合
制

御
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
」

の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
「
農

林
水
産
技
術
会
議
会
長
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
藤
原
社
長

は
受
賞
の
喜
び
と
共
に
「
農

業
に
対
し
て
も
環
境
保
全
に

対
す
る
活
動
が
評
価
さ
れ
る

時
代
に
な
っ
て
き
た
証
」
と

語
っ
た
。

　

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
以
来
、
脱
原

発
の
時
代
が
本
格
的
に
始
ま

り
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
改
め
て
見
直
さ
れ
る
中
、

藤
原
社
長
は
、
農
業
事
業
に

着
目
。
植
物
工
場
に
関
し
て

の
技
術
開
発
、
Ｃ
Ｏ
２

施
用

技
術
、
光
合
成
の
仕
組
み
を

学
び
、
そ
れ
ら
に
携
わ
っ
た

仲
間
と
共
に
２
０
１
３
年
に

会
社
を
立
ち
上
げ
、
本
格
的

に
「
環
境
」「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
」「
農

業
改
革
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、

技
術
革
新
を
行
っ
て
き
た
。

特
に
、
産
業
界
で
排
出
さ
れ

る
Ｃ
Ｏ
２

を
分
離
回
収
し
、

そ
れ
ら
を
光
合
成
の
作
用
に

合
わ
せ
て
、
効
率
的
に
施
用

す
る
Ｃ
Ｏ
２

局
所
施
用
コ
ン

ト
ロ
ー
ラ
ー
「
ブ
レ
ス
」
や

環
境
統
合
制
御
技
術
で
あ
る

光
合
成
効
率
促
進
装
置
「
コ

ン
ダ
ク
タ
ー
」
を
普
及
。
さ

ら
に
農
業
栽
培
用
環
境
デ
ー

タ
監
視
シ
ス
テ
ム
「
ス
フ
マ

ー
ト
」
と
組
み
合
わ
せ
る
こ

と
で
、
各
種
セ
ン
サ
Ｂ
ｏ
ｘ

か
ら
温
度
、
湿
度
、
Ｃ
Ｏ
２

濃
度
、
照
度
、
ｐ
Ｈ
、
Ｅ
Ｃ
、

土
中
温
度
、
土
中
湿
度
、
風

力
、
気
圧
な
ど
の
環
境
デ
ー

タ
や
、
Ｃ
Ｏ
２

や
Ａ
ｉ
ｒ
制

御
の
供
給
流
量
、
積
算
流
量

状
況
を
、
手
持
ち
の
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
か

ら
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
リ
ア

ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
る
。

「
ど
れ
位
の
Ｃ
Ｏ
２

を
使
っ

た
ら
、
ど
れ
位
の
収
量
が
上

が
る
か
、
と
い
う
単
純
だ
け

れ
ど
も
今
ま
で
誰
も
や
っ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
を
定
量
的

に
把
握
す
る
こ
と
で
事
業
性

が
確
立
で
き
た
」「
起
業
し
て

か
ら
、
リ
サ
ー
チ
＆
デ
ベ
ロ

ッ
プ
メ
ン
ト
を
忠
実
に
繰
り

返
し
て
き
た
。
ベ
ン
チ
ャ
ー

企
業
の
良
さ
で
も
あ
る
が
、

一
つ
の
こ
と
を
最
後
ま
で
や

り
抜
い
た
成
果
だ
と
思
う
。

Ｃ
Ｏ
２

の
局
所
施
用
を
確
立

し
、
次
に
Ｃ
Ｏ
２

と
Ａ
ｉ
ｒ

の
施
用
を
確
立
し
た
。
こ
れ

を
ベ
ー
ス
に
光
、
次
に
水
と

い
う
光
合
成
の
３
要
素
に
つ

い
て
流
量
監
視
で
き
る
技
術

を
確
立
し
て
い
っ
た
」「
Ｃ
Ｏ

２

の
局
所
施
用
と
い
っ
て
も

間
欠
制
御
も
で
き
る
。
１
日

６
条
件
（
濃
度
や
間
欠
方
法

を
時
間
帯
に
応
じ
て
）
設
定

で
き
る
。
Ａ
ｉ
ｒ
と
の
混
在

も
で
き
る
。
セ
ン
サ
で
エ
リ

ア
別
に
動
か
す
（
多
点
エ
リ

ア
、
多
エ
リ
ア
個
別
独
立
制

御
）
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ

で
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
設

備
コ
ス
ト
は
他
社
に
比
べ
て

格
安
な
の
で
導
入
に
つ
な
が

っ
て
い
る
」と
振
り
返
っ
た
。

　

こ
う
し
た
環
境
統
合
制
御

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
で
き
る

の
が
、
創
業
前
か
ら
携
わ
っ

て
き
た
藻
類
培
養
事
業
。
Ｃ

Ｏ
２

ガ
ス
の
償
却
効
率
を
上

げ
、
脱
炭
素
社
会
の
構
築
に

貢
献
で
き
る
。
さ
ら
に
林
業

事
業
。
無
花
粉
の
ス
ギ
、
ヒ

ノ
キ
の
培
養
・
育
種
実
験
な

ど
を
行
っ
て
い
る
。
「
Ｃ
Ｏ

２

を
空
気
中
に
放
出
す
る
の

で
は
な
く
森
林
の
中
に
効
率

良
く
撒
け
ば
、
木
の
生
長
が

活
性
化
し
、
成
木
ま
で
30
年

か
か
る
も
の
が
20
年
と
か
10

年
で
出
来
た
ら
画
期
的
な
こ

と
」
と
藤
原
社
長
。

　

さ
ら
に
林
業
事
業
を
や
る

か
ら
に
は
自
ら
も
廃
プ
ラ
問

題
に
つ
な
が
る
と
間
伐
材
な

ど
を
使
い
農
業
用
木
造
ハ
ウ

ス
の
取
り
組
み
も
始
め
た
。

バ
イ
オ
マ
ス
発
電
や
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
ソ
ー
ラ
ー
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
な
ど
の
事
業
領
域
の

拡
大
は
、
す
べ
て
国
連
が
掲

げ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
視
野
に
入

れ
た
機
能
強
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
時
代
の
風
を
読
む

藤
原
社
長
の
挑
戦
は
ま
だ
ま

だ
続
く
。

太陽光利用が48％
施設協
調 査過半が収支均衡

日本施設園芸協会の資料より

　

日
本
施
設
園
芸
協
会
は
大

規
模
施
設
園
芸
・
植
物
工
場

の
実
態
調
査
・
事
例
調
査
を

ま
と
め
た
。

　

施
設
の
栽
培
形
態
別
で
は

合
計
１
１
０
カ
所
の
う
ち
、

太
陽
光
型
が
53
カ
所
で
全
体

の
48
％
、
人
工
光
型
が
39
カ

所
で
35
％
。
合
計
す
る
と
８

割
を
占
め
て
い
る
。
導
入
し

て
い
る
光
源
は
78
％
が
Ｌ
Ｅ

Ｄ
（
人
工
型
で
は
93
％
）

組
織
形
態
で
は
、
株
式
会
社

（
農
地
所
有
適
格
法
人
は
除

く
）
が
50
％
、
農
地
所
有
適

格
法
人
（
農
業
生
産
法
人
）

が
42
％
。

　

栽
培
開
始
年
は
全
体
で

陽
光
型
は
平
成
27
年
以
降
が

49
％
と
多
く
、
次
い
で
22
〜

26
年
が
25
％
、
７
割
強
が
平

成
22
年
以
降
の
参
入
。
人
工

型
で
は
、
平
成
22
年
か
ら
26

年
の
栽
培
開
始
が
46
％
と
多

か
っ
た
。

　

施
設
に
お
け
る
平
均
雇
用

者
数
は
、
通
年
（
正
規
）
の

雇
用
者
数
は
、
全
体
で
は
１

〜
５
人
未
満
が
42
％
と
最
も

多
い
。
栽
培
形
態
別
に
は
、

併
用
型
、
太
陽
光
型
及
び
人

工
光
型
の
順
に
正
規
雇
用
者

が
少
な
く
な
る
傾
向
に
あ

る
。
施
設
当
た
り
正
規
雇
用

者
の
平
均
は
そ
れ
ぞ
れ
10
・

２
人
、
７
・
９
人
、
４
・
７

人
だ
っ
た
。
外
国
人
実
習
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
の
は
全

体
の
25
％
。

　

栽
培
用
施
設
面
積
は
、
太

陽
光
型
は
１
〜
２
万
平
方
㍍

が
そ
れ
ぞ
れ
36
％
を
占
め
最

も
多
い
。
人
工
光
型
は
、
１

０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
栽
培

用
施
設
を
持
つ
施
設
の
割
合

が
36
％
を
占
め
て
い
る
。

　

直
近
の
決
算
は
黒
字
・
収

支
均
衡
の
事
業
者
が
全
体
の

56
％
。
い
ず
れ
の
栽
培
形
態

で
も
黒
字
か
収
支
均
衡
が
半

数
以
上
だ
っ
た
。

　

同
調
査
は
４
１
３
件
の
調

査
票
を
郵
送
し
、
１
３
２
件

を
回
収
、
う
ち
１
１
０
件
の

有
効
回
答
を
集
計
し
た
。
ま

た
こ
の
調
査
で
の
、
太
陽
光

型
は
、
温
室
な
ど
の
半
閉
鎖

環
境
で
太
陽
光
の
利
用
を
基

本
と
し
て
環
境
を
高
度
に
制

御
し
て
周
年
・
計
画
生
産
を

行
う
施
設
で
人
工
光
に
よ
る

補
光
を
し
て
い
な
い
施
設
、

栽
培
施
設
面
積
が
概
ね
１
㌶

以
上
の
施
設
。
太
陽
光
・
人

工
光
併
用
型
は
、
温
室
な
ど

の
半
閉
鎖
環
境
で
太
陽
光
の

利
用
を
基
本
と
し
て
環
境
を

高
度
に
制
御
し
て
周
年
・
計

画
生
産
を
行
う
施
設
で
、
特

に
人
工
光
に
よ
っ
て
夜
間
な

ど
一
定
期
間
補
光
し
て
い
る

施
設
。
人
工
光
型
、
太
陽
光

を
使
わ
ず
に
閉
鎖
さ
れ
た
施

設
で
人
工
光
を
利
用
し
高
度

に
環
境
を
制
御
し
て
周
年
・

計
画
生
産
を
行
う
施
設
。

は
、
平
成
27

年
以
降
が
41

％
、
次
い
で

平
成
22
年
〜

26
年
が
30
％

と
、
近
年
の

参
入
者
の
増

加
が
み
ら
れ

る
。

　

栽
培
形
態

別
に
は
、
太

集
す
る
こ
と
で
、
次
世
代
ス

マ
ー
ト
農
業
の
開
発
を
加
速

さ
せ
て
い
き
た
い
。さ
ら
に
、

フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

領
域
全
体
を
見
据
え
、
デ
ン

ソ
ー
の
情
報
化
技
術
、
Ｄ
Ｘ

技
術
を
導
入
し
、
川
上
か
ら

川
下
に
か
け
て
、
全
域
で
の

フ
ー
ド
ロ
ス
低
減
な
ど
の
社

会
課
題
を
解
決
し
、
グ
ロ
ー

バ
ル
で
の
食
料
安
全
保
障
に

も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
く
」

　

 

―
―
国
内
農
業
・
施
設
園

芸
の
課
題
や
問
題
点
は
。

「
高
齢
化
、
就
農
人
口
減
少

な
ど
は
社
会
課
題
と
し
て
解

決
す
べ
き
こ
と
と
理
解
し
て

い
る
。
そ
の
本
質
的
な
課
題

は
、
川
上
で
あ
る
生
産
者
に

と
っ
て
魅
力
的
な
産
業
に
な

っ
て
い
な
い
こ
と
。
〝
儲
か

る
、
易
し
い
（
優
し
い
）
農

業
〞
が
実
現
で
き
れ
ば
当
然

変
わ
っ
て
く
る
と
は
思
う

が
、そ
れ
だ
け
で
は
足
り
ず
、

多
く
の
労
働
者
（
就
農
可
能

性
の
あ
る
方
）
に
働
く
場
所

を
与
え
る
こ
と
も
必
要
。
そ

の
た
め
に
は
、
産
官
学
の
連

携
を
高
め
、
い
ま
ま
で
の
違

っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と

考
え
て
い
る
」

　

 

―
―
そ
れ
に
対
し
て
御
社

が
貢
献
で
き
る
こ
と
。

器
『
エ
ア
ロ
ビ
ー
ト
』
な
ど

の
栽
培
シ
ス
テ
ム
関
連
の
商

品
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
き

徐
々
に
販
売
が
伸
び
て
い
る
」

　

 

―
―
大
規
模
施
設
園
芸
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
は
。

「
イ
ノ
チ
オ
フ
ァ
ー
ム
は
今

管
理
ソ
フ
ト
ア
グ
リ
ボ
ー
ド

の
実
証
を
農
場
で
行
い
、

3.6 

ha
の
農
場
全
体
で
約
20
％

（
約
２
万
時
間
）
の
削
減
に

成
功
し
た
。
さ
ら
に
、
ア
グ

テ
コ
フ
ァ
ー
ム
吉
川
様
に
は

前
期
に
レ
タ
ス
の
水
耕
栽
培

ロ
ビ
ー
ト
』
な
ど
も
導
入
。

こ
れ
に
よ
っ
て
栽
培
管
理
作

業
の
75
％
が
機
械
化
さ
れ
、

ま
さ
に
次
世
代
の
施
設
と
い

え
る
」

　

 

―
―
Ｇ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
愛
知
に
向

け
て
、
ア
ピ
ー
ル
し
た
い

期
５
作
目
を
迎
え
、
夏
採
り

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
こ
と
が

奏
功
し
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
で
反

収
25
ｔ
を
達
成
す
る
見
込

み
。
ま
た
、
ア
グ
リ
テ
ッ
ク

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
は
れ
る

と
社
と
の
共
同
開
発
で
労
務

で
日
本
最
大
規
模
と
な
る
約

３
ha
の
ハ
ウ
ス
を
建
設
さ
せ

て
頂
い
た
。
ア
グ
テ
コ
様
が

中
国
で
確
立
し
た
『
プ
ー
ル

水
耕
栽
培
』
シ
ス
テ
ム
を
実

現
し
、
播
種
機
や
移
植
機
な

ど
と
と
も
に
当
社
の
『
エ
ア

オランダと提携の2社に聞く


